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記録の収集と整理 A A

ＰＴＡ活動
同窓会活動
後援会活動

ＰＴＡ活動の活性化

魅力あるＰＴＡ活動内容を計画し、より多くの参加者を募る。また、活性化を図り、本校の魅力を保護者
からも広めてもらう関係作りを目指す。

広報委員との連携を深め、ＰＴＡ活動や学校の教育活動が見えるＰＴＡ新聞の作成を目指し、学校行事に
多くの参加を促す契機とする。

同窓会・後援会との連携強化
同窓会各支部および後援会との連携を強め、校内外での活動を効果的に紹介できるよう工夫し、支援をい
ただける環境を作る。

創立百周年記念事業の成功に資する環境整
備

創立百周年記念事業を成功させるための周到な準備を行う。

主体的・対話的で深い学びになるよう、授業の中で考え、疑問に思うことを他者と共有することにより、
積極的なコミュニケーションをとりながら自らの知識を更に高める授業の実践を図る。

観点別評価の基準作
成と教務内規の改定

観点別評価の評価基準・評価方法の明確化
観点別評価を実施する上での各教科・科目毎の基準を明確化し、毎回授業で生徒に示す。

B授業アンケートを行い、観点別評価に基づく授業改善に努める。

ＩＣＴ等の新しい指導
法の研究と新たな成績
処理システムの効果的
活用

アクティブ・ラーニングを活用した授業方
法の研究

無線LANを利用しＩＣＴ機器を使って積極的に知識の習得と協働的な学びを充実させ実践的な態度を身に
つけさせる。

B

新学習指導要領に向けた教務内規の改定 新学習指導要領の年度更新にともない教務内規の見直しと改訂を行う。

B

Ａ

・三潴高校が位置する城島町をはじめ、
地域は高齢化率が高い。その中にあって
高校が持っている魅力は大きい。今後祭
りだけでなく、各方面での貢献と活躍が
期待される。

・コースの特色を伸ばすとともに、それ
以外の魅力化も進め、「将来進む道を見
つけることができる学校」として、人が
集う学校づくりを期待したい。

３年間を見通した教育活動（ロードマップ）を推進し、大学や地元企業との連携をとおしたカリキュラム
の工夫をとおして、地域社会に貢献する人材育成を目指す。

「スポーツの三潴」を中心にした魅力ある
学校づくりと活性化の推進

スポーツ教室等、地域との交流を深めることをとおして、する・観る・支える・知る・極める生徒の育成
を図り、「スポーツの三潴」の充実・発展を推進する。

A
共生社会を視野に入れた実習等魅力あるカリキュラムの工夫と実践をとおして、生徒の学力向上と進路実
現を図る。

特色ある学校
づくり

地域に根ざした発信力ある学校づくりの推
進

地域で行われる行事に参加し、地域社会に貢献するとともに、魅力ある地域を作るための提案や、魅力の
発信の仕方などについて、高校生ならではの視点を発揮できる協働的な学習活動の場面を積極的に作って
いく。また、地域に根ざす学校の在り方を模索するとともに情報発信の強化に努める。 B

A

○新型コロナウイルス感染症の法上５類移行に伴い、数々の地域行事
が行われ、年間をとおして多くの生徒がボランティアに参加し、活躍
の場を増やすことができた。特に本年度は久留米市城島総合支所と連
携した「ＭＪＣプロジェクト」を始動することができた。また、創立
百周年記念式典は、生徒にとって主体的に活動し、自信となる貴重な
経験となった。これらを踏まえ、次年度は、生徒の学びのアップデー
トと地域活性化の実現を目指し、地域との連携への取組を継続してい
く。

○スポーツ文化コースでは、小学校の新体力テストサポート実習を中
学校でも実施して好評をいただくことができた。専門性を生かす機会
を得るとともに、自己有用感の育成にもつながった。このようなス
ポーツ文化コースの特色ある活動や、「ＭＪＣプロジェクト（三潴・
城島・コラボレーションプロジェクト）」等の活動について発信して
いきたい。

１　学習意欲向上による学力向上
・生徒の実態把握に努め、能力に応じた教育を効果的に提供する。
・AL・ICT教育を推進することにより、「主体的･対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に努める。
・観点別評価を取り入れた透明性のある評価規準を確立し、学習意欲の向上を図る。

２　自律・主体性の習得 ・自ら考え、判断し行動して目標達成や課題解決をすることができる力を身につける。

具 体 的 目 標 具　　体　　的　　方　　策 評　価　（３月） 次 年 度 の 主 な 課 題

６　地域に開かれた学校づくりの推進
・HP、Twitter、Instagram等の広報活動を充実させるとともに、地域と協働し、魅力ある学校づくりに努める。
・定期中学校訪問等、戦略的広報活動に取り組み、学校全体で生徒募集に努め、地域との交流を活発化させる。
・地域行事等にボランティアとして参加するとともに、地域参加型の学校行事を企画し、地域に開かれた学校づくりに努める。

７　「スポーツの三潴」の充実・発展
・「する・観る・支える・知る・極める」ことを自分で考え、行動する生徒を育成する。
・スポーツ文化コースの特色を活かし部活動の競技力向上及び、学校全体の活性化と充実振興に努める。
・健康教育と安全教育を推進する。

８　自他の人間性を認めることによるいじめの撲滅
・心を育む道徳教育の充実を図り、人としての使命感、責任感を持った生徒を育成する。
・SC，SSW，PTA等と情報の共有化を図り、いじめや不登校の防止に努める。

様式３

令和５年度　　学校評価書　　　（ 計画段階 ・ 実施段階 ）

福岡県立三潴高等学校

自己評価 学校関係者評価
学　　校　　運　　営　　計　　画　　（ ４ 月 ）

学校運営方針

校訓を踏まえ、本校の課題を常に念頭に置いて、社会の一員としての自覚を持ち、主体的に学ぶ意欲と自らの未来を切り開く志を持った生徒を育成する。また、本年度のコンセプト
「『不易流行（伝統と革新）』～１００年目への挑戦～」のもと、グローバル化した社会の一線で何事にも怯まず、互いに理解し尊重できる生徒の育成に努める。

Ａ Ａ

　教育目標を達成するために、次のような「目指す　学校像・生徒像・教師像」に従い、確かな学力・豊かな心・健やかな体をはじめとした、社会を生き抜く力の育成を図るとともに、
地域に根ざした存在感のある学校づくりに努める。
（１）目指す学校像
　　ア　想像する力を伸ばし、何事にも全力で取り組む意欲と活気に満ちた学校
　　イ　生徒と教員が協働し「学びのコミュニティ」を効果的に提供する学校
　　ウ　本校の校訓を生かした全人的な人間を育成し、地域から愛され信頼される学校
（２）目指す生徒像
　　ア　互いを理解し尊重できる、豊かな心を身につけた生徒
　　イ　スポーツと文化芸術をとおして、知徳体ともにバランスの取れた生徒
　　ウ　夢や目標を持ち、その実現のために努力することを最後まで諦めない生徒
（３）目指す教師像
  　ア  教育活動全般にわたり利他の心を持って接する教師
  　イ  実践的指導力の向上を目指し、常に自己研鑽に努める教師
  　ウ　常に率先垂範に努め、生徒の自主性が育まれるような人間味豊かな教師

　

　

　　Ａ　：　適切である

　　Ｂ　：　概ね適切である

　　Ｃ　：　やや不適切である

　　Ｄ　：　不適切である

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　 体　 的　 目　 標
【成果】
　ＩＣＴ活用の職員研修を重ねたこと
で授業改善を図ることができ、生徒の
学習意欲の向上につながった。また、
生徒の判断を取り入れた制服の着こな
しや、生徒会を中心とした学校行事の
企画・運営、地域と連携した活動や
コースの専門性を生かした活動等、コ
ロナ禍の制限はあったものの、生徒が
主体的に取り組む場を創出したことは
生徒の成長につながった。さらに、計
画的・継続的な中学校訪問や、ホーム
ページ、ＳＮＳ等を通じたスピード感
ある発信により、広報活動を充実させ
ることができた。
【課題】
　創立百周年を迎える本年度、記念式
典等の行事を成功させるとともに、よ
り一層魅力ある学校づくりに取り組ん
でいく。そのため、全職員が同一目標
に向かって、個々の生徒に応じた教育
を効果的に提供し、生徒自身が考え、
意見を発信する場を創出することで、
本校の課題である生徒募集に繋げた
い。

３　表現力・伝える力の育成 ・多様な場で成果発表を多く経験することで、プレゼンテーションやフィードバックの力を養う。

４　進路実現に向けたキャリア教育の充実
・３年間を見通した教育活動を実践するためロードマップを活用し、計画的にキャリア教育を推進する。
・各分掌・学年が連携することにより、第一希望の進路実現に努める。

５　社会の一員としての自覚を持つ、心豊かな人間の育成
・「時間の厳守」「さわやかな挨拶」「心を込めた清掃」を徹底することにより、規範意識・自尊感情を醸成する。
・自分で考え行動する力をつけることで、当たり前のことが当たり前にできる生徒の育成を図る。
・常に率先垂範に努め、生徒の自主性が育まれるような生徒指導を目指す。

「三潴高校ブランド」の実現に向けて邁進する

○ＰＴＡ活動は、役員の方々と連携し、４年ぶりにＰＴＡ総会を実施
することができた。また、ＰＴＡ広報委員のＰＴＡ新聞作成、ＰＴＡ
生活委員の朝の挨拶運動、総務委員のＰＴＡ成人講座等、各分掌の担
当職員と各委員が連携して実施することができた。次年度以降もＰＴ
Ａや同窓会・後援会との連携強化を図り、ご支援をいただけるよう活
動を深めていきたい。

○創立百周年式典は他の係と協力し実施することができた。次年度以
降も諸行事に関しては計画的な実施要項の提示に努めていきたい。

A

B

〇授業だけでなく、学年行事や総合的な探究の時間等でもchromebook
等を活用して、協働的に学ぶ授業を取り入れるなど、授業の工夫に取
り組むことができた。

〇観点別評価に関しては、各教科・科目毎の基準を明確化し、毎回授
業で生徒に示すことができるよう各教科で工夫することができた。

〇来年度は、観点別評価を各教科・科目で評価表を作成し、各学年や
科目での評価が更に明確になるように進めていきたい。また、授業ア
ンケートを実施し、生徒の実態に応じた授業の工夫に取り組んでいき
たい。

・適切に計画が実施されている。

Ａ

Ｂ

・少ない人数での広報活動や学校の立地
条件等、限られた条件の中ではあるが、
生徒数の確保に向けて、本校に進学すれ
ば進路を見つけることができると中学生
が期待するような雰囲気づくりを進めて
ほしい。

教務部
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職員研修 A A

人権教育 A A人権・同和教育の充実 本校の人権教育全体計画に沿い、学校教育の全領域における人権・同和教育の取組を推進する。

公務員希望者に向けた課外授業、保護者説明会、事前指導等の内容を深化し、進路実現の支援を充実させ
る。

探究活動
「MJCプロジェクト」における課題研究成
果の共有による課題対応能力の伸長

３年間を見通した「MJCプロジェクト」実施計画を確立し、職員・生徒の共通理解を図りながら課題対応
能力の伸長につなげる。

A各学年ごとに探究成果を共有する機会を設定し、PDCAサイクルを確立する。

探究内容と希望進路がつながる活動を取り入れることにより、主体的に進路実現に取り組む意識を高め
る。

教師の資質向上を図る研修の推進
本校の課題をふまえた効果的な研修を計画実施する。また、研究授業や相互授参観週間を活用して、「主
体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善」を推進し、教科指導力の向上を図る。

進路指導
模擬試験等の事前事後指導の徹底と希望進
路の実現に向けた取組の充実

模擬試験等に向けたPDCAサイクルを確立させ、学習内容の定着化を図るとともに、GTZに応じたきめ細や
かな指導を行う。

A就職希望者向けの対策講座の充実を図るとともに、対策勉強会を実施し希望の進路実現に向けて主体的に
取り組ませる。

教育相談

課題を抱える生徒への早期対応

教育相談委員会を開催（毎月１回）し、課題を抱える生徒を把握し早期対応にあたる。

保健管理
安全管理

生徒保健委員会の充実と活性化

「保健だより」を定期的に発行し、配布の際には保健委員会から連絡を行う。

課題を抱える生徒や保護者を、専門医療機関、専門職（医療カウンセラーやSC）に適切につなぐ。

特別支援教育の充実

支援が必要な生徒を把握し、個別の支援計画・指導計画の作成と教育相談を行う。

職員研修を通じて職員の多様な生徒に対応する力を高めるとともに、学年会、授業担当者会等で支援が必
要な生徒の情報を提供することで、全職員が共通認識を持って適切な指導が行えるようにする。

生徒の健康面や安全面に関する関心や意識を高めるため、「保健だより」の内容について創意工夫する。

校外研修に積極的に参加し、その内容を保健委員会の活動に活かす。

生徒美化委員会の充実と活性化

美化強化週間の実施を通して、清掃への生徒の意欲を高める。

A美化委員会が清掃時間に放送で呼びかけ、全校生徒に毎日１５分間、心を込めた清掃を行う習慣を定着さ
せる。

キャリア教育
生徒に高い志を持たせるキャリアプランニ
ング力の育成

自己管理手帳とClassiを活用し、各分掌・学年と連携して、生徒が自ら学ぼうとする姿勢を伸ばす。

B

環境美化

探究活動と進路ガイダンスを通して生徒のキャリアプランニングの基礎を構築する。

生徒・職員向けの進路情報の提供を充実させ、キャリアプランニングに対する意識を高める。

安全点検の実施と速やかな対応 学期ごとに安全点検を実施し、問題点を速やかに改善できるよう対処する。

安心、安全な環境づ
くり

時間厳守と挨拶の励行による風通しの良い
人間関係作り

生徒自らが５分前行動の習慣化とワンストップ挨拶を励行するなど自己責任感を養い、相手を思いやる気
持ちを育成する。

生徒の人間力の育成

「不易流行（伝統と革新）」を基盤とし
た、生徒会活動の活性化と学校行事の創出

生徒会･各種委員会生徒のチームワークを深め、生徒自身が主体的に活動でき魅力ある学校行事を目指す｡
〇毎月行っているいじめ・生活アンケートについて、実施から情報共
有までの期間が短いことがあったため、次年度は年間行事計画の際
に、余裕を持った日程組みを行う。また、係からの呼びかけ等によ
り、スムーズな集約を行うようにする。また、生活アンケートについ
ては、全生徒が確実に回答できるよう、更なる環境の整備を行うとと
もに、係と各クラス担任等とが十分に連携を図っていきたい。

〇生徒会行事の見える化を行い、引き続き計画的な準備・運営を行う
ために、各種委員会との連携を図っていきたい。

〇バイク通学者が増加したことで、軽微なものではあるが事故が増加
している。交通安全教室の内容改善や交通マナー指導のあり方を検討
する必要がある。また、バイク通学者の増加に伴いバイク置き場が不
足しており駐輪場の追加整備の検討が必要である。

〇PTA生活委員会との連携のあり方については、例年どおりという枠に
縛られず、現在の学校や生徒の現状を踏まえた上で、指導や補導内容
の検討が必要と考える。

いじめや問題行動の未然防止・早期発見及
び的確な早期対応と組織的な対応の実施

教育相談委員会や各学年会等で気になる生徒の情報を共有し、全職員で組織的な対応を行う。

アンケート（いじめ・学校生活）を月に１度実施し、生徒の状況把握を要所に行うとともに、職員の情報
共有を図り組織的な対応に繋げる。

部活動の支援 計画的な活動と部活動生徒の支援体制強化

集団としての基礎をしっかり作り、計画的で効率的な練習を行い、部活動として模範となる活動を目指
す。

B各部活動生徒が安心、安全に日々の練習が行える環境作りをしていくための支援体制作りを推進する。

生徒の人間力を高めるための活動が目的であるため、協調性や相手を思いやる態度の育成に努める。

交通マナー・モラル
の向上

交通ルールを遵守する態度の向上と交通モ
ラル、マナーの意識の高揚

交通安全教室、二輪車実技講習を開催することで､生徒の交通安全に対する意識と態度の向上を図る。

BＰＴＡ生活委員会と連携し、登下校指導や校外補導を推進する。通学マナー、危険箇所の情報を共有し、
生徒の交通事故防止に努める

｢地域の中の学校｣として、地域行事(城島まつり､エツッ祭等)に積極的に参加し地域貢献を果たすととも
に、その経験を通して人間力の向上を目指す。

端正に制服を着こなし、落ち着いた身なり
を自ら整えることのできる力の醸成

生徒の身なりについて、全職員で「その場でその時指導する」の共通理解のもと指導の徹底を図る。

B

中学校対策の強化

中学校との信頼関係の構築

中学校担当者による各学期に１回程度の訪問を実施し、学校全体・職員一丸となって広報活動を展開す
る。

B

広報活動の活性化

三潴高校の魅力と特徴が伝わるような広報
活動の展開

スポーツ文化コース、普通科一般教養コースの魅力と特徴が伝わる学校案内を作成する。中学生や保護者
向けの学校説明会の内容を充実させる。

A

訪問先の中学校出身生徒の情報を具体的に伝え、本校の指導を中学校に理解してもらう。

中学生に向けた三潴高校の魅力の発信

進路相談事業や中学生体験入学で本校生徒の活躍の場と中学生とのふれあいの場を設けるなど、学校の魅
力が伝わるよう工夫を行う。

本校主催の学校行事で参加が可能な行事の広報活動を行う。

学校ホームページやＳＮＳによる発信の充
実

ホームページ、Twitter, Instagramを活用し、様々な方法で学校情報の配信を行う。

本校の教育活動が具体的に伝わる三潴ニュースを、定期的に作成する。部活動の活躍などの不定期な内容
をできる限り早く発信する。

A

A

A

A

B

A

○学校案内パンフレットの作成やＨＰ・ＳＮＳ等での広報活動を行う
中で、本校の実際の様子をより明確に見せる必要性を感じた。学校紹
介動画等を用いて学校の様子や実際の生徒の声を流すなど配信の方法
を工夫する必要がある。また、本校主催の中学校説明会を実施し、参
加者から高評価をいただいた。次年度における実施時期及び回数、場
所について検討していきたい。

○中学校訪問については、職員全体で取り組むことで定期的に実施で
きた。次年度は、実施時期、訪問先、配布資料等の訪問内容の精査を
行い、更なる充実を図りたい。体験入学を含む広報行事との連携を踏
まえた広報活動にしていきたい。

○中学生体験入学については、今年度は一般教養コースのみ実施した
が、実施時期、スポーツ文化コースの実施も含めるなど、形態につい
ても検討し、充実した内容にしていきたい。

B

〇保健委員会・美化委員会の集まりを定期的に開催し、校内の点検、
ハンドソープ・消毒液等の補充など丁寧に行っていきたい。また、令
和７年度は、学校保健会筑後支部において生徒研究発表会での発表が
決まっている。研究発表に向けて、研究テーマの決定・準備等を計画
的に進めていきたい。

〇教育相談委員会等で得た情報について、その後の対応や情報共有を
更に緊密に生かせるように環境づくりを行いたい。引き続きＳＣによ
る研修等を継続して行い、職員の多様な生徒に対応する力を高めてい
きたい。

〇清掃区域の再検討が必要である。また、学校行事の機会も利用しな
がら全校生徒で校内美化に努めるように計画を立てていきたい。

・ＳＮＳによる発信がよく行われてい
る。今後、生徒自身による発信はできな
いだろうか。見る人にとって生徒目線の
発信の方がよりリアルに伝わるものがあ
ると思われる。

・生徒募集に効果的な方策を、他校等の
好例も参考に工夫していくとよいのでは
ないか。

・いじめ・生活アンケートや交通安全に
向けた取組など、こまやかに実施されて
おり、保護者の立場からも安心できる。
　

・地域貢献については、ボランティア部
だけでなく学校全体としてさらなる取組
を期待する。

・安心安全な環境づくりについて、適切
に計画が実施されている。

A Ａ

・就職の好成績を含め、多様な進路実績
を一般にもわかりやすく発信していくと
よいのではないか。

・高校入学時に明確な将来の希望を持っ
ている生徒はあまりいないのが現状では
ないか。入学した後に、生徒が自分の適
性や希望を見つめ、それぞれの進路を見
つけられるような進路指導を期待する。

Ｂ

Ａ

Ａ

〇進路指導に関しては、年間を通して様々なキャリアガイダンスを実
施し、生徒の進路意識を高める取組を行うことができた。また、本年
度から久留米市と連携した「ＭＪＣプロジェクト」を導入し、地域活
性化に向けた様々な取組を基盤とした新たな探究活動のフレームワー
ク作りを行った。取組の中で計画や目標設定の修正が必要な部分が明
確になったため、次年度に向けて内容の点検を行い、各取組の改善を
図りながら、最終的に生徒の課題発見・解決能力の伸長と地域活性化
の取組の具現化を目指す。キャリア教育の面では、キャリア・パス
ポートを活用した学期ごとの目標設定と振り返りを通してキャリア発
達を促す。また、進路実現に向けた取組として、課外授業に替わる新
たな学習を導入する。

○職員研修については、各分掌と連携し、ワンヘルス等の新しい内容
の研修も実施することができた。次年度は、各分掌間の調整だけでな
く、年間の流れを考えながら効率的な計画を立てていきたい。

○人権同和教育については、各学年ともに生徒の実態を見ながら新し
い教材を取り入れ、工夫、精選された内容での実施ができた。今年度
は百周年記念行事等で、慌ただしい中の実施となったので、無理の少
ない日時の設定を心がけたい。

生徒部

進路部
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A

進学対策 B

A

A

A

A

基礎学力向上 B B

A

A

授業の充実 A A

A

B

B

A

A

B

A

B

A

A

B

　・生徒主体の学校行事の実施及び探究活動の深化等により生徒の活躍の場面を増やし、自分の考えを自信をもって人前で表現できる生徒の育成につなげる。 ・地域全体で子供の数が減少している今、少数精鋭も一つ
の手段という考え方も必要であると思われる。強みを生かし
た教育を意識していくとよいのではないか。
・食堂が撤退となったが、その代替となる方策を講じ、生徒
に快適な環境となるような工夫を期待する。

　・少人数であることを強みとして生徒一人一人に寄り添う指導を行い、生徒が将来の夢を見つけ、第一志望進路の実現を可能にする学校づくりを進める。
　・地域資源の活用も含めた地域との連携を推進し、部活動の活躍以外の面においても三潴高校の特色化、魅力化を図り、発信していく必要がある。

A職員（教員）出張時における出張命令書の記入について、旅費計算支援ソフト（改訂版）の活用を周知
し、職員（教員）及び事務室旅費担当者の業務効率化につなげる。

電話対応のマニュアル化を行い、丁寧な対応を心掛けるとともに業務の効率化を図る。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

・適切に計画が実施されている。

・安全な環境づくりを今後も続けてほし
い。

学校施設の老朽及び不具合箇所について、優先順位を付し、県施設課と連携しながら計画的に改修を進め
ていく。

教育のＩＣＴ化及び学校広報活動に対応するため、継続してＩＣＴ機器等の整備を進めていく。

生徒・教職員等の安
全安心の確保

事故等の未然防止による、生徒・教職員等
の生命・財産の保全

学校施設について５月末までに安全点検を実施し、事故等の未然防止に努める。※保健環境課と連携

A

教育環境の整備、充
実

生徒の幸せを念頭に教育活動を快適な環境
で行うための財政的支援

新学習指導要領の年次進行に合わせ、教務課と連携しながら教材等の計画的購入を進めていく。

A

Ａ新型コロナウイルス感染症対策や熱中症対策等については、保健衛生用品の迅速かつ計画的な購入を進め
る。※保健環境課と連携

円滑な事務処理の推進
業務改善の視点に立った円滑な事務処理と
教育活動への支援

事務室からの職員への連絡は、学校ポータルサイト内の連絡掲示板を活用することで、職員への周知漏れ
を防ぐとともに、職員朝礼における事務連絡の時間短縮を図る。

○学習指導要領改訂に伴う必要な指導書については、本校の分権予算
の組替や県への予算要望等により引き続き計画的な整備に努めたい。

○今年度の施設の不具合対応については、漏水（屋上防水）補修など
日頃の教育活動に影響が大きい事項を優先し対応することが出来た。
次年度も同様に取り組みたい。

○経年劣化による階段の滑り止めの擦り減り箇所の補修など、次年度
以降も生徒や職員の安全確保の観点から危険箇所の把握と災害・事故
の未然防止に努めたい。

○県全体で学校事務職員の定数見直し（削減）が進む中、これまで以
上に各業務の効率化が必要であるため、職員（教員）への依頼・連絡
体制をはじめ、事務処理における事務職員間の相互チェックの機能強
化を図るなど今後も工夫しながら取り組みたい。

・佐賀県等からの入学者もおり、他県に
もスポーツ文化コースの魅力が届いてい
る証拠である。福岡県内だけでなく、他
県にもさらに情報発信していくとよいの
では。また、県内でも中体連において大
会出場の条件が変わりつつある。そのこ
とも意識しつつ、適性を持った生徒たち
を見出す取組に期待する。

・メジャースポーツやそうでないスポー
ツで異なるところもあるだろうが、外部
指導も充実させながら効果的な環境を整
えていくとよいと思われる。

生徒の主体性の醸成
体育科職員、クラス担任と連携を図るとともに、スポーツ科学トレーニング、スポーツ文化講座等授業で
の仕掛けを作る。また、スポーツ文化コース集会を計画的に行う。 A

質の高い練習環境の整備 練習時間を確保するとともに指導者のレベルアップを図る。また、練習施設を適切に管理する。

三潴高校の価値を高めるため工夫
小学校体力測定補助実習、スポーツ教室、体力測定実習、スキー実習を充実させるとともに、魅力ある授
業を行い、魅力ある生徒を育成する。

生徒の人間力の向上

競技力向上

重点6競技の実績向上と「スポーツの三
潴」の県内外へのアピール

全国大会３０名・九州大会５０名以上の出場を果たすとともに、チーム競技の実績向上を図る。

A

○魅力ある三潴高校・スポーツ文化コースにするためには、魅力ある
生徒の育成が必要である。魅力ある生徒になるには、自発的に行動で
きることが不可欠である。指示を待って行動するのではなく、生徒自
らが課題を発見できるようにしたい。

○スポーツ文化コース集会を定期的に開催することで、いろいろな角
度から生徒に話をすることができた。一定の効果があったので継続し
て行う。小中学校の体力測定補助実習は、校内では学ぶことができな
い体験をすることができた。今後、回数を重ねることで、より教育効
果が上がると思われるので、回数を増やしていきたい。

○生徒確保については、地域行事に参加して更にアピールしていくこ
と、中学校との連携を図ることに力を注ぐ。ＳＮＳの発信について
は、外部にアピールできる内容が豊富にあるので、校内で協力してい
きたい。生徒確保

学校行事、委員会活動、地域行事に積極的に参加させる。

Ａ

より質の高い生徒の確保
中体連や各大会を視察する。

中学校やクラブチームとの連携を図る。

就職試験対策の充実
進路部や学年と連携して、就職を希望する生徒に必要な学力を身につけさせるとともに、面接練習を計画
的に行う。

社会人としてあるべき基本的マナーの定着
学年・クラス担任等と連携して、日常的に言葉遣いや期限の厳守など、社会人としてあるべきマナーの定
着に向けて、将来を意識した指導の実施を図る。

・スポーツ文化コースだけでなく、普通
科一般の進路実績等をさらにわかりやす
く示していけるとよい。

・本校に進学すれば将来の進路が見つか
る、と期待できるような特色化をさらに
進めてほしい。

活動実績となる諸活動の研究
進路先に活動実績として報告できる活動について、従来のものと併せて開拓・整理すると共に、生徒の積
極的な取り組みを支援する体制を整備する。

総合的な探究の時間での探究活動の実施
総合的な探究の時間で実施するMJCプロジェクトを通して、探究活動を実施し、進学等に必要な力を身に
つけさせる。

学びへ向かう姿勢の涵養と基礎学力の定着
生徒が社会で生き抜くための学力の重要性を学ばせるとともに、具体的な進路目標を持たせ、学習結果を
数値などに可視化して学ぶ姿勢を養う。Classiなどの学習教材を活用して生徒の家庭学習の内容を把握す
るとともに、見て学ぶ内容を生徒に示して学習が継続できるようにする。

Ａ

B

A

A

〇前年度（現２年生）の一般教養コース入学者合計数より、本年度
（現１年生）の一般教養コース入学者合計数が増加しているのは、広
報課の先生方を中心とした広報活動が功を奏し、一般教養コースの魅
力が伝わった結果であると考える。更なる魅力向上のために、三潴高
校の一般教養コースでなければならないものを築き上げなければなら
ない。

〇各教科と学年、クラスが連携して生徒個々人に対する細やかな指導
が実施されていると感じている。具体的には、学年を中心に、生徒た
ちの進路実現に向けた学力保障のための学習会である。これが学年依
存に陥らず、学校としてどう取り組んでいくかを今後検討していく必
要があると考える。

〇主な課題として、まだまだ三潴高校の「一般教養コース」の認知度
が高くはないと強く感じている。「一般教養コース」の認知度を高め
ていくために、三潴高校の一般教養コースで学ぶメリットや意味など
を本校教員・在校生・保護者等を中心に理解を深めたい。併せて、一
般教養コース独自の取り組みを行うことで、周辺地域から徐々に認知
度を高めていきたい。

就職対策

公務員試験対策の充実
各教科と連携して一般教養を生徒に身につけさせるとともに、模試等を活用し、進路指導の充実に繋げ
る。

A

生徒の学力伸長
模試結果等から生徒の学力を把握し、教科と連携しながら学力の伸長を図る。また生徒の進路目標を踏ま
え、受験方法や進路先を提示する。

A

A

事務関係

スポーツ文化コース

一般教養コース
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